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北 海 道： 由書

辰 村 の 集 落 構 成

一主と　して4主民の｝ヨ害室生1訴の緯！1力為らの識響三蒲i．砂：i・y．19d

横iま．［　　雄

船木幹也
菊　地　弘　明

A　Research　on　the　Formation　of　Agricultural
　　　　　　　　　　　Settlement　in　Hol〈kaido

　　　一……一一　From　the　Point　of　the　Behaviour　Pattern　一一…一一

Takao　Yoi〈oyA）vi．x

Mikiya　FuNAI〈I

Hiroaki　Kii〈ucm

Abstract

　　　This　paper　is　one　of　the　reports　of　our　research　on　the　formation　of　agricultural

settlement　in　Hokkaido，　and　is　concerned　chiefiy　about　the　function　and　structure　of　the

centresi“　in　the　settlements　from　the　point　of　the　daily　behaviour　of　the　inhabitants．

　　　The　subjects　of　this　investigation　are　the　same　6　rural　communities　as　we　had

presented　in　our　previous　reports；’‘’，　and　the　questionaires　are　distributed　and　with－drawn

through　all　pupils　in　the　2　nd　grade　of　each　lower　secondary　school　in　these　settlements．

　　　　This　paper　consists　of　the　foHowing　3　parts：

　　1．　On　the　daily　behaviour　of　the　inhabitants．

　　　　We　treated　separately　their　movements　1）　to　the　local　and　intermediate　centre，

2）　to　the　chief　centre　and　3）　to　the　neighbouring　towns　and　villages．　ln　orcler　to　know

the　function　and　role　of　these　centres，　we　took　up　several　following　items　as　the　indexes

of　ordinary　movement：　purpose，　frequency　and　method　of　the　inhabitants　to　go　there．

　　2．　On　the　usage　of　main　facilities．

　　　Here　we　took　up　1）　educational，　2）　medical，　3）　shopping，　4）　agricultural，　5）

recreational　and　6）　communicative　facilities　in　these　settlements．

　　3．　On　the　formation　of　agricultural　settlement．

　　　In　this　last　part，　as　the　results　of　the　above　mentioned，　we　discussed　collectively

the　present　function　and　structure　of　each　6　rural　communities．

M’　cf．　Bul］etin　of　the　Faculty　of　Engineering　（No．　19，　NTo．　23），　｝÷lokkai．do　University．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしがき

　　木報告は北海道農；1こ口の集落構成に関し，既報の主として集落形態1）及び施設2）の面から行

なった調査研究に引続き，集落内主要施設の立地傾向からみられる部落中心・同市徒1地及び中

心市街地についてそれらを利用する住民の動き並びに主要施設の使われ方に関し動態的な立場

から行なった調査研究である。

夏　研究の目的と方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　§1　目　　　的

　　北海道農村の集落構1戊に関する呼野の研究によって各中心市街地の立幸旭傾向とその構成に

ついて概ね次のようなことが明らかにされた。

　　本道の農村は一般に開拓当初の格子状土地区融を骨子とした散居型集落を基盤として発達

し，その集落内に位置する公共的性格をもつた諸施設にはあるまとまりをもって立地する傾向

がみられる。これらはその施設の種類・規模及び充実度などによって立地的に部落中心・畠薙市

街地及び中心事街地の3つに大きく分けられ，機能的に各農家から部落申心一諭市街地一中’ひ

市街地へと系列的な連りをもって段階的に構成されている。

　　一般に部落中心は目常の身近かな要求に基づいた雑貨店・農業倉庫・学校・集会所・神社
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などの諸施設から構成され，副市街地は以上の外に役場出張所・郵便局・巡査駐在所及びある程

度専門化された描入商店などが加わり，親等の連たん戸数をもつて一般に主要幹線道路などに

滑って立地している。申心市街地は全町村にわたる行政・経済・教育・医療・慰楽などの中心と

して機能の多様化が認められ，その規模も全町村肝悉皆に対し20～50％の範囲に及んでいる。

　　中心市街地よりの距離的な立地傾向をみると部落巾心は4～5km・7～10　km・14～16　km

の地点に多く，翻了1∫街地は主要幹線路に沿って7～9km・13～16　km程度の位置に形成される

ものが多い。　これを経営形態と集落の拡がりとの関連においてみると，戸にi分布の約90％が

中央より6km程度の範囲に奮まれる水i’yt農村にあっては中心Ttf街地以外の中心として部落巾

心的な規模のものが形成されるに過ぎないが，その範囲が10～18　kmと拡がった畑ぞ拝・酪農村

などになるとこれら以外に副帯街地的な中心が形成されるようになる。部落中心から最寄りの

部落巾心または巾心市街地までの距離をみると水田・畑作農†寸では平均約5km・酪農村では

約7kmとなっており，翻市街地から最寄りの認市街地または申心市街地までの距離は平均約

12kmとなっている。一一般に部落中心程度の規模のものは互に約6km，謝市街地程度のもの

は概ねその倍の12km程度の間隔をもつて立地していることが明らかにされた。

　　本報魯は以上の結果に基づき，部落中心・副了膨身地・中心市街地及び近くのまたはその他

の寮町村について，それらを利子する住民のiヨ常生活における動き並びに教育・医療・購買・

農業・慰楽・交通・通信など公共的諸施設の住民による使われ方を調査し，集落と施設と住民

の3者の総合約，相関的考察の下に現在における北海道農村の機能と構成を明らかにしょうと

したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　§2　方　　　法

　　調査対象灘寸は既幸1乏の“主として集落形態の面からの調査研究”におけると岡岬に農業経

営形態別に，水田農村として秩父別村・中富良野村，畑作農村として芽響町の女満別町，酪農

村として八雲町・鶴居村の6ケ町村を選び，実地調査の結果に基づいて調査票を作成し，それ

ら各町村の中学2年生全員の家庭を対象として調査票を配布・1聾1心したものについて集計を行

なった。

　　調査期闘は昭和32年7月～12刀にわたり，tその圃収率・抽出≧率ζなどは第！・2表の遜りで

ある。

調査項1量1は次の如きものである。

　1．住所・世帯主の職業・盤帯構成（続柄一｝生・年齢・職業・学校名・勤務先地名＞

　2．調査対象家庭各人についての最近1年間におけるE喘生活の動き

　　　　翼・冬別，｝署的溺（買物・遊び・祭・盆正月・知入親類鶴間・通勤・通学・出荷患乳・

　　その他），対地別（部落中心・票り市街地・中心市街地・タ互：くの了1ぎ町村・その他の市町村），出

　　かける國数別（週・月・年），利用乗物携（徒歩・自転車・バイク・オ・一｝バイ・馬車馬そり・

　　バス・汽車軌遡に霧周査
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第1表　調査対象町村中学校好σ調査票配布数（論査灼蜘二｛；1学2年生徒数）及び陣反数

町村名　 学校名　生徒数…回収数：．町村名　 学校名　生徒数

秩父別村i秩父別・三校i！76

　　　　　F捧7憲良野1＝目学校　 ：　　！80

　　　　旭　 申　〃　　　38申富良野村｝

　　　　宇／li”、l1

15L）

ls，g

37

、三

女満溺町

女川別冊学校｝

豊　．倥〃

大　成〃
開　陽〃
　　計

1tl　3

33

31

17

224

142　’P

蝕
208’　1

’器．：

34　i

33　；八

36　，，

14

18　・

！7

14　，

356　i・

　　　　i　　　　　　　　i
　　　　i　　締．．i．・1学校i

　　　　i幌呂〃i
　　　　I　　．　　　　　1
　　　　義三二｝

鶴　村i　〃…
　　　　下幌呂〃　…
　　　　下旧著呂〃　1
　　　　　中久著昌　〃　　、

芽

美

上白生

　　　　新芽　室　町
　　　　　渋

　　　　祥
　　　　平
　　　　北

室申学校．

生　〃

　！1

友〃
栄　〃

山　〃

栄〃
和〃
明　〃

計

189

39

38

4e

37

ユ．5

20

20

15

413

　　　八　　雲’巾学校

　　　野田生〃
　　　由越内　〃

　　　黒　 岩〃

　　　山　崎〃
雲ill’j’大関〃
　　　八雲鉱山　〃

　　　桜　野〃
　　　上四川〃
　　　熊　 嶺〃
　　　　　計

40

30

33　．

li

7

，g

9．

3　・

141

354

43

42　’

34

28

33

9　i

3

3

2

55！

31

25’0

27

ユ．0

5

7

7

3

！18

29i

2e

3C9

30

27

19

9

3

3

2

443

第2表　　調査対象町村の世帯数と調査票の畷収率及び抽出率

　　　　…　　水田＿．農．村
対象шe［門別二輪麟1ぜ，

総世帯劇　・，・751・，754

配布数1　・761　246
．型収劃　15劉．．219
・・収率（％ガ．．・6．・…・9．・

刻旦作．．墨一村．

抽出率（％）i　！3，0 12．5

女満別i町

　1，794

　2L）al

　200

　89．　．5

　11．2

芽室町…鶴居村
2，894　1　840

　413　1　141　　　旨
　356　！　118
　　　…
　86．4　1　84．O

　I2．3　li　！4．0

酪　 農　村

　　　八雲町

　　　　3，942

　　　　55！
　　　　44：

　　　　80．5

　　　　1L2

3．最近1年間における買物の種類とその購貿先・購入回数

　　買物の種類（米麦・調味料・酒・魚・i肉・パソ菓子・下着・普段着・H’L’u’：着・靴・ゴム

長・地下足袋・荒金物・本雑誌・学用品・薬品・電気暑旨具・家具別），購買先（農協支所・

農協本所購買部・部落中心の商店・副市街地の商店・中心市街地の商店・近くの市田∫村市

街地の商店・その他の市町村市街地の商店・行商別），購入回数（週・月・年別）

4．教育関係施設の利用状況
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　　小・中学校への憂・冬別通学方法とその主観的感じ方（遠い・普通・近いと思う別），

講習（生花・料理・編物・和洋裁男のを受ける場所と期閣（年中・夏・冬扇），集会する場所

及び保育所・幼稚國の利用先とその名称，家の入々の所属している団体名（農協・農協青

年部・岡婦入部・婦入会・育年団・4Hクラブ・その他），農繁期における予供の扱い方

（老入がみる・兄弟がみる・蜘につれて行く・託児所にあずける別）

5．医療保健関係施設の利用状況

　　　病気の場合に利用する施設（入院・通院別）とその場所並びにその主観的感じ方（不便

を感じている・いない別，入浴の方法（自宅・もらい風畠・銭湯別〉及び散髪の：方法（家族

　全員床屋利用・大人だけ床屋利用・全員自宅別）

6．農業関係施設の利用状況

　　　農産物の出荷場所及び牛乳の出荷方法（夏・冬魍，場所及び搬出方法），蹄鉄及び家畜

　診療の利用先

7．慰楽関係施設の豆粥状況

　　　お祭をする神社の場所（部落・町村別）と年月日及び盆踊をする場所，対地別〔部落中

　心・翻Tl∫御也・pl＝1心了1∫街地・近くの了1∫町村・その他の帯町村）にみた慰楽施設（飲食店・喫

　茶店・酒場・映画館・パチンコ店）の主な利用先

8．交通・通信関係施設

　　　所有乗物（自転車・モータ・・一バイク・オートバイ・3輪車・4｝輪車・馬車・馬そり別）

　の台数，対地別（部落中心・調市そ蒋地・中心受話地・近くの市町村・その他のTl了町村）にみ

　た利網乗物とその所要時閲，郵便を出す方法（近くのボス1・に入れる・配達入にたのむ・

　学校へ行く子供にたのむ），有線放送・ラジオ・新聞・虚灯の有無

　　　　　　　　　　　　　H　住民の日常生活の動き3）

　　　　　　　　　　　§1　部落中心及び副市街地への動き

一般に農村の岡辺1祁に位置し目頭の身近かな要求に基づく施設によって構成され中心市街

地に対して系列的なつながりをもつ部落中心及び認下｛∫街地への動きを，それらの施設及び機能

を利用する富民の露出・方法・回数などの指数によってみれば次のようになる。

　1．出かける回i数

　　部落中心及び副市街地へ出かける剛数を利用者についてみると，男では夏月2～3回（21．3

％）・冬週2～3回（22．3％）が最も多く，女では夏刀1回（24％）・冬月1K亙1（27．9％）程度が最も多

い。利爾者のうち週単位の頻度でこれらの中心へ出かける者が夏冬共に男は50％・女は28％

程度となっており，一般に男の方が女よりも高い頻度で利翻し，しかも夏冬を通じてその利用

圓数には顕著な差異が認められない。このことは距離的な近接性にもよるが，これらの中心に

立地するものは必然的に生活の一次的な要求に基づく施設に限られるため，冬期の悪条件にも
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第3表　部落居住の利用者・成人男女について対地別にみた
　　　　出かける回数の割合（6ケ町村計…％）

出かける回数
都落中心及
．盗産直．恥曝． 中心市街地 近くの市購村

男 ：女 男 ：女 男 女

その池の南町村

男　　　女

　　o　i　一
年　 1一…．．2　　　　5．0

　3－8・　7．3

14．7

13．6

5．4

5．7

12．3

14．7

31，．6

25．1

45．1

2！．L）

　　　　1　15．6
　　月
下． @2－3：213

24．0

2！．0

14．5

25a7

23．8

24．2

　　工　　　20．！

metg　muP一一3　’　19，7

　4－6　，　ILO

12．3

10．5

4D

23a6

！7．6

7．4

14．6

s．e

L＞．4

2！．2

！3．！

4．9

2．7

1，5

！6．！

IL6

3．2

！．7

1．！

63・8　75a7

18，9　15．2

10．0　4．5

4．6　3，．1

1．6

0．3

0．8

O．7

0．4

0．一t

計 100％　100 1oo　leo

7．1　！4．7

5．5　10．6

100　100

36．8　5e．7

20．8　18．8

100

　　o
年　！－2

　3－8

　　　　工
冬｝㌧・

　li　i
　l週2一＿3
　1i　．u　zT－g

　i　計
　1

7．6

5．3

18．3

9．0

17．4

20．e

27．9

16．8

！9．4

22．3

8．0

13．2

8．4

6．4

16．4

25．8

22．4

2！．6

20．9

！6．5

7．8

13．8

6．7

！0．2

1oe

68．8　76，5

15．7　14．4

19p4

！3．！

16．0

8．L）

5．9

2．7

1．3

L）a2

L2

2．0

7．9

5，3

0a7

0．3

！．3

2．5

3．3

1．L）

2，，O

100％　100 1eo 100 100 100 100 100

　　注　ゴシックは蝦大1直を表わす

拘らず年中その利用度が略一定する傾向を示すのではないかと思われる（第3表）。

　2．出かける主な目的

　　これらの中心へ出かける目的は殆んど出荷G土浮しを含む）・購買・慰楽に隈られている。こ

のうち出荷は夏男では20％にも達している。　これは出荷の多くが農協支所などを介して部落

中心または副市街地的な単位で行なわれていることを裏書きするものであり，このような機能

は集落内におけるこれら中心の立地を規制する要因の1つと見倣し得るものである。出かける

目的の50～60％は購買で占められているが，立地する購買施設と考え合わせ‘ると，その主な

内容は日常生活に密着した購買頻度の高い選択性のあ玄り重要祝されない食料贔・学用品など

を含めた口用雑貨がその主な対象となっていると思われる。一般に男女別にみると，当然のこ

とながら出荷は夏男に多く購買は夏冬白女に多い。　慰楽の目的で出かけるものは男女共35％

前後を占めているが，立地している施設の性格から考えると，それは時折り小学校などで行な

われる催物や盆・祭・正月などに出かけるものがその主なケースであることが知られる（第4表〉。
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第4衷　利用者について対地別1こみた出かける主な団的の割合（6ケ町本寸計一一一一・％i

91

　出かける
　主な目的

懐1∴1

夏幽鰍i
遷の溜
　i　計

　　出荷・出乳

　　買　　　物

　　遊　　　び
　　祭・盆・正月
冬
　　親類・知人

　　通　　　勤

　　そ　の　．他

部落中心及
び副市街地
男

20．3

458

16．7

16．2

0．4

0．5

100％

ユ7．3

48．0

！7．8

16．O

O．2

0．4

0．3

1．OO％

女

tl．5

57．7

Lo．e

三7．5

0．2

0．2

1（｝0

4．1

57ユ

20．2

！7．6

0．8

0．2

！00

中心市街地　　近くの市町村　　その他の丁輝1∫村

男　　　：女　　　男　　　　　　男　　　女

8．5　1．．5

312　40．e
16．0　　　ユ．6．0

ユ3，5　　　　　ユ5．0

7．e　，g．s

！．8　1．O

L）L）．e　i8．0

ユ．o〔）　　　ioo

7．3　1．0

30．7　37，8

17．4，　！7．3

13．3　　　　　玉4．2

7．6　8．5

1．8　4．2

22．8　17．O

！oe　loo

25，　，0

20．8

13．8

1．3．1

1．4

25．9

100

25．6

2i．5

13．7

13．0

1．7

L4　．5

！00

女

31．6

L）2．9

ユ4．8

！3．Jr

O．8

！6．・，1

100

30．4

2t：L）．2

14．5

1tl　．6

1．L）

17．e

100

25．2　28．2

20．5　L，5．O

iO．O　10．3

！3．6　16．2

0．2　O．2
30．5　　　　　20．ユ

’t’　oo　ieu

2bM．4　27．7

20．4　24．O

i，O，5　1．1．U

13．5　17．O

o．Jr　o．Lt

29．7　20．O

i〈）O　100

　　注　ゴシックは最大僖を表わす

　3・出かける主な方法

　　夏では男女共徒歩または｝童1転車（バイク・オートバイを奮む）がその主要なもので，男は

徒歩19％・1、三i転束67％，女は徒歩56％・自転車38％とその大半を・占めている。その他は塒車

によるものであるが，これはその殆んどが出荷・出乳など業務用刎量1的によるものである。

　　　　第5表　利敵者について対地別にみた綿かける主な方法の測合〔6ケ町村計一一％）

出かける方法

部落相可及

男　　　：女

中心甫衛地

男　　　女

近くの1．騨1∫村

男　　：女

その他の市購村

ジ」 女

　　徒　　　　歩i

夏轡’バ∵

　　バス・汽車1
　　　　計

19．0　56．2　1　7．2
67．e　is．o　1　ss．6

　　　　　1
13．7　5．5　IL　10．；／f

O．3　O．3　1　26．8
　　　　　11
100％　1（）O　1　100
　　　　　し

　　徒　　　　歩
　　膚転車・バイク

冬　馬　　そ　　リ

　　バ　ス・汽

　　　　計

53．8

ユ．tt．t1

32．5

0．3

200％

78．4

6．to

14．7

e．4

ユ00

27．6

10．4，

25．0

37．O

jco

25．0　一一
25．7　，　1．7．0

2．3　一一

47．6　83．0

！00　！00

39．6　一一・

4．4　1　3，0

8．2　・　一一一

47．8　’　97．0

ユ．0〔）　　　｝00

tl．3　10．0　3，0

95．7　90．g　97．0

！00　・　IOO　！00

1．o　　　ユ．4　　　0．6

99．0　98．6　99．4

ユ00　　　100　　　100

注　ゴシックは最大敏を表わす
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冬は男女共徒歩または馬そりがその主要なもので，男は徒歩54％・馬そり33％，女は徒歩78％・

馬そり15％とそれぞれその大半を占めている。徒歩と共に馬そりの利用が増大しているのは，

積雲期において馬そりが出荷のEl的だけでなく交逓機関としての役割をも果していることを示

すものであろう。

　　これらのうち自転車についてみれば，その利用者は特に男に多く，夏は70％近くに達し

ているが，冬は僅かに1G％程度に止まり，これに代って徒歩または馬そりの利用が共に増加す

る。これは部落内の交通機関としてiを1転車・バイクなどの普及が著るしいことを示すと共に積

雪期にはその利用が困難となり，比較的条件に恵まれた…都を除き大部分がこれに代って徒歩

または潟そりにたよらねばならない実情を物語っている（第5表）。

　　　　　　　　　　　　　　　§2　中心市街地への動き

　1．　出かける回数

　　中心事街地へ出かける回数についてみれば，利用者のうち男50％・女30％が週何測，ま

た男女共40％が月何回と答え，総数の80％程度がこの範囲の回数で利貸していることを示し

ている。男女別には相対的に男の園数が多く，その最頻聴は：男月2～3回・女月1～2回である。

中心市街地へ出かける圃数は冬期一般に減少する傾向にあるが，女では週4～6濠1出かける者が

夏2．4％から冬10．2％と増加している。これは主として農閑期に和洋裁・編物などの習い物に

出かける者が多くなるためである（第3表）a

　2・出かける主な目的

　　出荷・購買・慰楽の外これらのいずれにも属さない他の1聾的のものが約30％を占めてい

る。これは中心市街地が農；回避会における行政・経済・教育・医療などの中心としての役割を

架していることと共に部落中心及び副市街地に較べ機能の多様性を示すものであろう。これら

のうち買物の目的で出かける比率が30～40％になっているが，　ここの購買施設は都落中心及

びlil劇了街地よりも比較的専門化したものが多く，商品の選択性が重祝され購買頻度の比較的少

ないものがその主な対象となっていることが知られる。出荷の目的で出かける比率は部落・副

市街地に較べてはるかに低く，僅かに7～8％にとどまっている（第4表）。

　3．出かける主な方法

　　一般に夏では男は自転章・女はバスによるものが50％購後を占めて最も多いが，冬では

男女ともバスによるものが多く，更に中心街地へ出かける主な方法としては自転東に代って徒

歩及び馬そりの増加が著しく閏立っ（第5表）。

　　以上住民の動きの距離納な関係を中心市街地からの道路経由最短等距離1蟹別にみれば，一

般に出かける剛数は距離が遠くなるに従って減少する傾向がみられ，その最頻値は3～4km圏

では明週2～3回・女週1回程度であるが，10～12k：ml巻1では男用2～3削・女月！附～年8回

程度となって，男女間にある一定のずれをもって減少することを示している（第6表・第1図）。
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中心宙街地よりの距離別（道路経由最短距離）・夏冬男暮・圓数別にみた出かける者の割合（6ケ町村訓晶）
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第7表　図心市参州よりの距離別（這路経由Rこみナ：出かける鰯数と

　　　　出かける主な方法の割合（6ケ町村。j！S4人男女計．一タ5）

中心市衛地．

よりの距離、　！…2

出　　 か　　　け　　　る 数

3…8 1

麺

2　一一一一　3 ，1

週．

2一一3　i　4－6 （／oo／）

2　1un　1
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O．3
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　　｝土！かける方法は，6km程度の縢内では徒歩または自転車の利用が過半数を占めており，そ

れ以上になると徒歩が著るしく減少するのに対してバス・汽車の利用度が高まり，更に！2km

以上になるとその殆んどがバス・汽東によっている（第7表・策2図）。

　　6km以内では夏は徒歩・自転車がその主要交通方法となっているが，冬は積雪のため自

転車の利用が困難1こなり，従って徒歩によるものが過半数を占めるようになる。馬車・馬そり
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　の利縮は距離とは殆んど無関係

　に夏は5％前後・冬は！0～20％

　程度であり，バス・汽形と共に

　冬期にその増勢度が一一般に高ま
髭

　る傾1向をもつ。

歩

鼻

謬

il／

苧

び

　　§3　町村外への動き

　1．　出かける園数

　　町村外へ出かけるU，’zil数は利

用者の殆んどが年数圓と答えて

おり，近くの市町村に対しては

男60％・女70％程度，更にその

ク・他の市町村に対しては男8Q％・

ハ

ス

11i，

牽

馬

豪

銭

苫

女90％程度がこの範匪1内に’含ま

れている。週単位のものは僅か

で近くの市町村に対して男10％

・女5％程度みられるに過ぎな

い。なお男女間には申心市街地

への動きと同様相対的なずれが

あり，女の出かける圏数は少な

いが，夏冬の間にはあまり顕著

な差は認められない（第3表）。

　2。出かける騒的

　　概して部落中心・中心了｛∫街

地などに較べて，購買・慰楽な

ど特定なもののほかに親類・知

入宅への訪問・その他の国的で

出かけるものが多く，また男女

胴にはいずれの場舎にもみられ

るように，買物の物的で出かけ

るものが男よりも女に多い（第

3表）。

　　この購買の傾向は，　6ケlllGs

村個々についてみると，申世帯
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街地の規摸が小さくなるに従って，他町村へこの目的で出かけるものの立合が大きくなってい

る。すなわち，八雲町のようにその中心市街地が地域中心都市化の傾向をもつているものでは

そこである程度商品の需要が満たされるが，秩父別・鶴居村程度の購買施設の不充分な中心市

街地の規模では近隣のより施設の充実した都市または市街地への購買依存度が高いことからも

このことは裏書きされるであろう（第4表）。

　3．出かける主な方法

　　他市町村へi」二iかける場合はバス・汽車が主要な交通機関となり，男女別の差異はあまり顕

著ではない。近くの市町村へ出かけるもののうち，バス利用者は30％を示すが，その他の市

町村へのそれは約10％前後に止まり，汽車利用者がその殆んどを占めるようになる

　　この町村外への主要交通機関である汽車について利用状況をみれば，八雲町の如く中心市

街地簸たん戸数が2000戸程度で全町の約50％をも占める発達段階のものでは，麻裏乗車人員

比率からみても特定町村への依存は明確ではなく，最大は僅かに函館への9．3％であって，む

しろ周辺町村に対する地域中心都市的な役割を果していることが窺われる。これに対して中富

良野村・秩父別村のように中心の連たん戸数が350戸程度で金村の約20～30％のものでは，

大体8～9kmはなれた連たん戸数1700～1900戸程度の富良野町・深碍町に対してその年闇乗

車入員比率も36％及び44％と大きく依存しており，文化的・経済的な面ではむしろその副市

街地的な位置にあるものと考えられよう（第25表）。

　　　　　　　　　　　　　　　III　主要施設の使われ方

　　　　　　　　　　　　　　　　§1　教育関係施設

　　農村における広い意味での教育施設として高校・定時制高校・各種学校・中小学校・幼推

閑・保育所及び公民館・集会所などが挙げられるが，本道の農村は散屠性の集落形態をとり稀

薄な密度で広汎な拡がりをもつものが多いため，この種の施設は一般に小規模で過大な利剛蚕

域をもつ傾向が強く，特に農村の周辺部にあっては施設の貧困と距離的な制約とがこれらの利

用を一層困難ならしめている。ここでは，以上のうち主に小中学校・保育所・各種学校及び集

会所についてそれらの使われ方の実状と2，3の問題点について記す。

　　なお調査対象6ケ町村のうち芽室町・八雲町に定時制を含めた普遁高校，女満甥町に定時

制高校がみられるがここでは取挙げないことにした。一般に本道農村の教育関係施設は義務教

育施設ですら充分と云い難いのが現状であるが，教育の機会均等と全般的な水準向上のみなら

ず農村地域社会そのものの改善をはかる意味からも，季節的な定時制高校や社会学級等の施設

の拡充も大きく取挙げられなければならないものであることが痛感される。

　1．小・中学校4）

　　本道農村の小・中学校は既述の如ぐ浄散居制集落に基づく居住密度の稀薄と通学圏域の五

黄　北海道農村の集落構成一主として施設の砺からの調査研究一nの§2，北大工学部研究報告，第23号，
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大なため施設の整備上極めて困難な立場・におかれている上に，遜学に利用し得る適切な交通機
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以上に不利な条件におかれているのが一般である。
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　　学校からの距離別にその通学方法をみると（第8表），小学校では夏は徒歩及び自転．車が主

要な方法となっているが，一般に距離が大きくなるにつれて徒歩に代って白転車による逓学が

増加する傾向にあり，4km程度になるとその利一回は中央に位置する小学校では36％，周辺

部に位置するものでは23％に及んでいる。その他バス路線の発達した区域では3km以上にな

ると礁かにバス塁打がみられるようになる。冬には自転車利用は殆んど姿を消し徒歩がこれに

代りバス・スキー・馬そりの利屑が距離に従って30％程度あらわれてくる。

　　中学校では夏は小学校におけると同様に徒歩及び自転車が主であるが，益i転車利駕の穣i㌃箸

は小学校よりも茗：るしく，4km程度でその利用率は50％以上にも達している。しかしながら

冬になるとこの利周は殆んどなくなり，4km以上になってもその大半は徒歩にたよっており，

スキー・バス・馬そりなどの利用が遠くなるに従って一部にみられる程度である。

　　以上の傾陶は，積雪時に自転車1こ代る交通機関がないため殆んど徒歩にたよらねばならな

い実状を物語るものであり，これに対して一部の学校では速隔地の生徒に対して冬期間寄宿網

度を採用しているのも見受けられる。

　　小・中学校よりの距離別にみた逓学に対する主観的な感じ方について調査した結果をみる

と（策8表），小学校については夏は3km程度までは近い・普逓と感じているものが過半数を

占めており，3kmでは1‡1心市街に位罎する小学校に通学する家庭の73％・中学生では74％，

周辺部の小・中｛§三校ではそれぞれ61％・69％がこのように答えている。　しかしながら冬にな

ると，　3km程度で近い・普通と感じているものが夏より少なくなって中心市街の学校では小

学校59％・中学校60％，野辺部では小学校63％・中学校63％となっており，一般に減少する

傾向がみられる。その感じ方は小・中学生ともに，夏冬の周に相対的なずれがあるのは当然で

あるが，丁寧距離が夏では5km，冬では4km以上になると遠いと感じているものがその殆ん

どを占めるようになる。

　　現在の北海道農村における自然的・赴会的条件の下では，児童の利用している逓学事’法と

その感じ方などから，通学上差し支えのない幽域の限界は概ね4km程度と見倣すことができ

る。一般に夏期は白岩車の利用率が高く，4klnを越えると半分以上に達している。　しかしな

がら冬期間積雪・寒冷などの悪条件の下にその殆んどが徒歩にたよらなければならない事実は

問題とさるべきであろう。

　　小・中学校の規模とその立地傾向から考えると，一般に農村における学校の立地は教育経

営上望ましい規模よりも通学距離によって支配される傾向が強く，現状での望ましい4km程

度の通学圏をもつ学校の規模は，申心市街または発達した副市街地に位置する小・中学校を除

くと集落の密度に比例して水田100～200入・畑作60～100人・酪農20～60入と段階的に小さ

くなり，その殆んどが．単級複式となっている’；3。　それ故少なくとも望ましい規模として単級

’「e

k海道農村の集落構成一主として施設の面からの調査研究…

　北大工学部研究報告，第23号，暇35年5月，52～55頁，第3．4表及び第3図参照．
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複式以上の児童・生徒数をもつ小・申学校の通学ili域を想目すれば現状下の望ましい通学距離

をはるかに上廻るものとなり，これに反して現状に郎した望ましい遜学瞬を些として計糊すれ

ば現ri三の如き赦丹性をとっている農村では教育経営上望ましい規模を得ることは不可能である。

これらは現下の農村の経済的・社会的1f情の下ではこの種の集落形ilいにとって避け難い同越の

1つというべきであろう。これが根本的な解決は集落形態の丁πチ検融に挨たねばならないが，現

実に即した改善策としては町村内交響幹下路と交通機関の整備によって距離的な制約を亮服し，

単級．複式の配置統合と相撃ってより望ましい教育環境を造成する方向に進むべきであ7う。

　2．各種学校及び公民館・集会所

　　和汗裁・編物などについてみると（第9表），一般に中心市待∫地に位置する洋裁学校または

野人教授などを利用しているものが多く，全体の約50％以上に達． ｵている。　このうち特殊な

ダースとして批評良．］i村では農協経営の洋裁学院の利用が顕者で，60％にも平している。この

種のrl約には中心了if街地の公民館はあまり利用されていないが，周辺部にあっては部落会館・

ノ」・学校などの利矯がみられ，芽：こ町では34％・鶴居村では77％にも達している。この中には

婦人会などの主催によるものまたは祉会学級としてレ1獄されるものなどもみられ，芽：しこ町では

申学校単位に冬期・季簿的な社会学級がIM投されその利用は28％にも達し，　鶴居村では小・

旧き校の利用が40％にも及んでいる。　一般に馬辺部に位1｛n．する小・中L．穣の機能は単に児童

生徒の教育のみでなくその地域住民の生活と文化的な活動に等接なつながりをもっていること

がわかる。

　　その他，他町村の施設の利用は，八1町では僅か4％で地域二心都寮f｛勺な傾向が窺われる

が，秩父男弓村・女満別町ではそれぞれ20％・40％にも達しており，その内容も交野路線との

関連からより施；．くの先肥した近くの深川または美幌・北見・糸圏走の各市町での施設利絹が主な

ものとなっている。

　　生花・料理などでは申心市街地の佃i人教授によるものは少なく公艮館などの利バがlILVIち，

特に丁「1洋裁・編物などに較べて中心市街地よりも身近かな部落内での講習が多くなっている。

その内容も婦人会主催による改良普及員などを誌師としたものが多く，従って会場も都落会

館・小中学校などがその対象となっている。この巨1的による岡辺部のiJ・・中肇校の利用は鶴居

村では全体の約30％・芽室町では60％にも達している。

　　期問についてみると，一匹又に当然のことながら慶閑期である冬を利用するものが多く，特

に和洋裁・編物などでは80％以上に及んでいる。料理などでは短期目のためもあって，必ず

しも冬だけでなく夏または年中を通してi溝習を受ける傾向がみられる。

　　～般に農村での盟物は農閑期である冬が主で，料理などのように痴交的ズ期間で一Ti｝，な畝

備でできるものは身近かな落部集会所または小・中学校を利ノ．1し，婦入会主催などの部落的な

単位のものが多いが，編物・和洋裁などのように数ケ月以上の期間にわたりある程度の設備を

必要とするものは申心丁’i’i街地などの専門の施設を利用するものが多く，その形式も個人的な傾
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第9表　講習・習物についての利爾場所及び利用期閲の割合（％）
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第10表　集会に利用する施設の割合（％）

中心市街麺にある唖誰
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向が強い。しかしながら周辺部では婦入会主催の講習または社会学級の一部として部落会館や

小・中学校を利用する全体的な傾向のものもみられる。

　　また集会する場所についてみると（第10表），中心市街地の施設としては公民館などの利
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痢がその主なものであるが，部落では公民館・集会所のほかにこの闇的に学校を利用している

ものがかなりみられ，秩父別村・鶴居村では50％以」1にも達している。更に盆踊りなどの場

所としても部落の小・中学校がかなり利局されていることなどから，部落における小・中学校

は単に子弟に対する直接的な教宥だけでなく地域住民の日常生活に極めて密按なつながりをも

っていることが窺われる。

　3．保育所及び幼稚園

　　芽で町・八雲町などの中心贈薄地に保育所または幼稚園がみられるが，その利用岩は殆ん

ど中心市街居住者で，一一．一般に部落の農家の子弟の利用は位i職灼に志まれた少数の者に限られて

いる。しかし秩父甥村・巾濤良更｝村・芽室町・鶴居村などにおいては部落中心または副市街地

的な位置に季節保育所が聞投され，例えば巾富良野村の南中では近：くの公民館を利用して教員

の妻を保母とし部落の父兄によって運営している。このように臓村における保育所または季節

保育所は集会所・学校・寺・神社などの施設を利点し，町村または部落によって経営されてい

る形式のものが一般である。

　　農繁期の幼児の取扱についてみると（箔11表），兄弟または老人がみるものが圧倒rUで70％

前後を占め，その他は適当な方法もないままに蜘につれて行くものが相当みられる。この傾向

は水田・畑作・酪農となるに従って大きくなり，鶴居村・八包調∫では30％以上に達している。

これに対して季節保育所などの託児施設を利糊しているものは僅か数％にとどまり，比較的条

件に志まれた少数の家庭を除　　　　　　第11表　農繁期の幼児の取扱いについて（％〉

いて都門の殆んどの入用は利

欝し得ない状態に門かれてい

る。このような施設はその性

松上利月し｛域が他の施設より

も小さく，従って小規模の施

設が数：多く必要となり，当然

充分な設備も整えることがで

きず，夏に農閑期にはその必

女性を辞しく減ずるため施ll．〈

とその職員の充分な活用が期

待されないなど【1没に伴う距

離的制約のほか種々の賊誰を

もつている。

　　　　　　…執兄畑て一Eあ

　　　　　　　媚ξ・器霧計…備　　考

　　　　　　　∂るノしノにる　　　　　　　　　　　　　，（／oe”）’

7tr秩父別村38：5・．io．・1…一蹴酬・・甘，・

磐1一村37…晒・…i・oi：諜墨撫；

　　1　t　　　　　　　　　　　　／
畑　：女満別1】；∫　37　4！　22．　　工00．季節県l」所中火illT口

際：一卵262㌔12…）・．　　撫撫・

撫．鶴居村

慶
村・八　　　町

21，　，　．r）o　／　Ltg　li

32’ R2　36

…100聯保育所 誌J1晃鼠
　　　　　　村営（開収？定）

100幼ﾋ1ツ僑藩

　　　　　　しかしながらこの穫の施設は少なくとも部落中心または謝市民著地における主要な

ものとして配慮されねばならないものの1っである。これに関連して1っの施設が嵐Lj期には

和動裁・編物などの学校として，農繁期には托兄施設として利用されている例などは漏題解決

の1つの方法として注国さるべきものであろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　§2　医療・保健関係施設

　1．医療施設

　　医療施設についてこれを利用する欄からみると，その動きは透i廃と入院との2つに大きく

分けることができる。

　　遜院の利用先（第12表）についてはその殆んどが自町村内で診療を受けており，八雲1町な

どのように比較的施設が良くその数も全道平均を上廻っているものでは100％のものが利用し

ているが，鶴居村のように医師が0．21人／1000人とはるかに全道平均を下廻り，琵較的条件の

悪い場合では20％程度・その他の町村では10％程度のものがより医療施設の充実した交通約

に便利な他了／∫町を利用していることがわかる。

　　不硬を感じている家庭の割舎は，施設の充実度にも関連しているが，距離的な影響が大き

くみられ，一般に戸口分布の拡がりに伴って増加する傾向が認められる。水田農村の秩父別

村・中富良野村などのようにその戸口の90％が5～7kmの範囲内に含まれているものでは不

便を感じている家庭の割合が20～30％程度であるが，　これが畑作農村である芽霊｝il∫のように

！6kmにも及ぶとその回合は45％となり，更に酪農村の鶴居；｛寸のようにそれが！7　kmにも達

し医師や医療施設にも，，1．Ll一だしく恵まれていない場合では，この割合は77％にもなっている。

　　　　　　　　第12装　病気の場合の主観的感じ方及び医療施設の利用先の比率
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　　入院の利用先（第12表）については，八雲町のような場合にはその殆んどが町内となってい

るが，　その他の町村ではベット数はあっても10～20％程度のものが他市町村の施設を利用し

ている。ベット数の全然ない鶴居村ではその殆んどが不便を感じているが，同じく秩父別村の

ようにベット数が全・然なくても，その戸口の大半が中央より5km程度の範囲内に含まれ旦つ

深川町の如くより充実した施設を備えた市・町を近くにもつものでは，不便を感じているもの

が50％程度となっている。　一般に入院ベント数はあっても通院よりも相対的に不便を感じて

いる場合が多く，その割合は距離的な関係のみでなく自町村内及び近隣に位置する施設の充実
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の度合によっても異なっている。

　　以上についての主観的な感じ方を中

央よりの距離鯛にみると（纂3図），当然

のことながら距離と共に不便を感じてい

るものが増加する傾向にあるが，4～5km

程度では病気の時に不便を感じていない

という家庭が67％にも及んでいる。　し

かしこれ以上の距離1こなると逆に不便を

感じているものがその殆んどを占めるよ

うになる。

　　現在の農村の段階では通院・J／さ診な

どを併せ考えると，

、。哲

80

60

40

20

o

o

Xl
o

陪．

写・痩ε欲じ「（い奪い

le3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　4　a　12　16　20　24　au
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図申越市衛地よりの旧離sgecみ超寒療施設孝輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　についての主観的感じ方（6ケ町繕｝卜～％）

　　　　　　　　　その望ましい利用圏域は最大4km程度と考えられるが，これらの施設の

殆んどが中心年魚地に集中しており且つ戸口の50％程度が1‡1央より4km以上の地に分布して

いる畑作・酪農農：｛こ寸などにおいては，この距離的な制約フ）S冬期闇における交逓の悪条件と共に

これら施設の利粥を一層1湘雑ならしめている事実は注闘されねばならない。

　2．公衆浴場及び理髪店

　　一般に公衆浴場の利1三尉は殆んど中心奥行窪地居住者に限られている。その週報率は町弱’によ

って若干異なるが，　秩父別村の40％を除くと大体60％荊後となっている。　概ね公衆浴場は

300戸程度以上の連たん戸数をもつ寮街地にみられ，その主な利胴対象である市街地居住煮に

ついてみると，1施設当り戸数は350～500戸程度平均462戸になっている。これをその利用率

によって換算すると実質的な1施設当り受持戸数は大体20G～300芦程度になる。

は当然のことながらその殆んどが自宅利権となっている。

第13表　　入浴についての利用先の割合
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　　散髪についてみると（第14表），家族全員が理髪店を利用していると答えたものは中心市

街地では約50％であるが，これが部落になるとその殆んどが20％以下になっている。

　　これとは反胃に，部落では大人のみが理髪店を利用すると答えている家庭が約50％，全員

臼宅ですると答えたものが約20～40％あり，特に鶴居村ではそれが61％にも達している。

　　一般に理髪店の利用老は全町村に一っており，畑作・酪農村などのようにその戸口分布が

広く13k搬・16　km以上にも拡がると，この腫施設の周辺部での立地が認められるが，その利

用には距離的な影響もみられ，部落居住者の利用度は中心市街地毒野住者のそれに較べて遙かに

下廻っている。

　　　　　　　　　　　　　第エ4衰　理髪についての利用先の割含

理 備 考
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　　　　　　　　　　　　　　　　§3　農業関係施設

　　農業関係施設に関するri常の動きとして出荷・出乳・家畜診5｝ξ・農協購買などが挙げられ

る。

　1．　出荷・出乳

　　農愛物の出荷傾向についてみるに，農協支所・倉庫などの関係施設の立地傾向からも知ら

れるように，その出荷の単位は概ね副市街地EtL－Nt．一i的なスケールをもつている。

　　戸口分布の90％が中心より6km以内に含まれる程度の拡がりをもつ秩父別村では各農家

からの出荷は中心〒断」サ地にそれぞれ直接的なつながりを示し，中富良野村では中心事街地のほ

かに約5km程離れた旭中を1‡］心とした2～3　km程度の出荷域が構成されている。芽窯町にな

るとこの剛甫街地曳的な単位は更に明確になり，その圏域は中心市街では6km程度・周辺部

ではその殆んどが3～4km以内・最大6km程度の拡がりをもつ。鶴居村のように酪農村によ

くみられる特徴的景観の！つである沢沿いに列状の集落形態を示すものでは，出荷域も自然条

件に従って大きく2分され10km以上にも及んでいる。

　　一般に出祷藤内の対象農家戸数は秩父別村・中審良野村・芽室暇などの中心事街地では
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600～800戸程度，副市街地では100～200戸程度となっている。またこの騰1域は概ね徒歩・白

転車の利用圏に属し，これらの巾心に出かける」揚合の騰車・馬そりの利用は20～30％で，そ

の殆んどがμ二｛荷のために利周されているものと見倣される。

　　出乳についてみると，その［1ff’；’ifi域には出荷のように明確な地域単位は認められず，設蕊され

ている出荷台まで農家からリヤカ・…　そりを利用したり背負つたりして搬出しているのが一般

であり，この意味からはむしろ各酪農家よりその中心に位躍する集乳所または工場などへ直接

的なつながりをもっているということができよう。

　　なお所によっては乳業会社のトラックがサ　・一ビスとして庭先集乳を行なうものがある反面

冬期トランク輸送の陸灘な圭也域では馬そりによる輪番制の搬出もみられる。これらの出荷・出

乳は一般に住民によってそれら以外の購買などの口常の目的にも利駕されている。

　　出三遠域はそれぞれの地域における酪農家の分布及びiヨ々の出乳量並びにそれらの中心に

位置する集乳勝・製乳工場・運搬車などの集乳・処理能力によって異なるものがある。

　4．家畜診療及び蹄鉄

　　家畜診療についてその利用状瀧をみるに（第15表），各農家から診療施設まで出かける場合

ri　一トバイなどによる獣医の応診の場合・更に鶴居村の上二階のように出張診療が∫寂ナなわれて

いる場含など各地の実情に応じて穫々の方法がとられている。農家の殆んどが農協の共済紐合

による診療所を細細しており，翻人営業の施設を利識しているものは秩父別村・中富良野村’で

　　　　　　　　　　第15表　　　1鯖窒金失・家諺：Ei診享蓑にン＝）し、て（7）禾［」ノ三E一］タ己　o’）li誕含　（多6）
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　3．鶴居村一酪農一

　　　　　　cl悪＼　）
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1．　Xi　・．．A　
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4図　利　用　圏

荷の場合

れぞれ20％・13％程度みられるほか，八雲町の例として雪印乳業などの会社の獣医を利用

ているもの44％を挙げ得るに過ぎない。

　蹄鉄についてみると（第15表），秩父別村・中富良野村・女満別町では農協経営の施設利

が70％以上に達しているが，　芽室町・鶴居村・八雲町では個入経営の施設利用がその大半

占めている。なお中富良野村・芽室町の周辺部では隣接の上富良野・上帯広・御影などの施

を利用しているものがそれぞれ10％近：くみられる。

3．農協購買
　全町村的な組織をもつ農協は住民の生活と密接なつながりをもち，その機能も多岐にわた

ているが，その中でも特に主要な部門として購買組織が挙げられる。その内容の充実度は町
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第5図　利　用　圏

家畜診療の場合

村によって差があり（第16表・第6図），中富良野村・芽室町・鶴居村のように食料品・雑貨か

ら薬品・衣類に至るまで各種の品物を取扱っているものから女満別町のように調味料など僅か

に数種類の品物に限られているものもみられる。中富良野村・鶴居村では全村のうち農協購買

を利用しているものが調味料では50％以上・その他の晶目でも30％以上に達しているが，女

満別町ではその比率もわずか数％にとどまっている。このような農村における唯一のデパ・一ト

的な存在として全町村的な拡がりをもち農業以外の三々にも利用されている農協購買部は地元

の小売業者にかなりの影響を及ぼしていることが考えられる。またこの施設は単に販売そのも

のだけでなく同時に集荷・金融・家畜診療などの機能をも合せもっことから，その利用圏域は

概ね出荷・家畜診療のそれと類似する傾向をもつことがわかる。
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　　一般に利用者と施設とのつながりについてみると，利用する側から関連する施設へ臨かけ

て来る求心的な動きと各施設から声繕する側へ出かけて行く遠心的な動きとに分けることがで

きるが，交通・通信施設の発達・政善に伴い一般的傾向として遠心的な動き一・一一．一・一施設個1から各

農家へ出かけて行く動きが顕著にみられる。すなわち出荷などは本来求心的な性格が強いもの

であるが，既述のように会社・農協などのトランクにより直接各農家から集める場合もみられ，

またrt　一｝バイなどによる家畜の応診，定期的な家畜の｝ま｛張診療，特にトランク・オート三輪

などを利園しての集乳などに最近著るしく遠心的な動きが認められるようになった。その他特

殊な例として八雲町のように定期的に行なっている農協の出張販売・配達なども挙げることが

できよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　§4購買施設5）

　1．　日用品の購入先

　　一般に購入先の傾向は要求頻度・選択の重要度など商品のもつ性格によって異なるほか集

落の発展段階・周辺市1蝋ご晋との立地関係など種々の環境条件によって大きな影響を受けている。

　　商品の購入先は一j般に対地別に次の3つに大別することができる。

　　　　1．部落及び副市街地の購買施設と行商を利用する場合。

　　　　2．中心市街地の；ll・隈施設を利用する場合。

　　　　3．周辺他Tt∫町村の購宴翌施設を利興する場合。

　　まず商品別にその傾向をみるに（纂6図・簾16表），殆んどが自己の町村内で充足されてい

る商品として調味料・酒・魚・学矯品等が挙げられる。これらは周辺部の部落・副市街」也の発

展に応じて部落購入姥が大きくなる傾向があり，商臓そのものに対する要求頻度が高いこと・

選択の重要度が低いこと・価格の地域差が少ないことなどの共通した性格が手近かな商店を利

燗させ，憎悪部におけるこの種店舗の立地を可能ならしめている。

　　これに対して周辺他市町村での購入比の比較的大きな商品として晴齎・革靴・電タ諾｝寺呉等

が挙げられる。他市町での購入比は立地条件と中心市街地の発展段階に応じて変化がみられ

鶴居村・秩父別村・申寓良彗1予村では40％以上の購入比を示すのに対して八雲町の如き発達し

た集落では5％前後に翫まっている。これらの商鈷は要求頻度が低いのに反して糎類選択の要

求度が大きく，且つ価格の地域差が大きい等の性絡から多くの顧客を必要とし，周辺部にあっ

てはこれらの商品を取扱う店舗の立地が困難となり，よりi蒲度に発達した中心市街地または他

市町村への依存度を高める傾向をもつている。

　　次に主要購買晶欝の貝il摯入先の傾向から各町村の特性をみるに，それぞれの町村のもつ集落

発展段階と他了脚丁との関連においてその購入比に特徴的な差・異がみられる。すなわち鶴居村で

は全般的に3つの購入先の受けもつ比重が均等化しており，このことはこの村が概ね2っの村

落の複合体として構戒され，集落の発展段階もまた初期的なものであることを反映している。

　　秩父別村・中寓良野｝村の規模段階では部落購入比は低く，殆んどの商晶は巾心市街地で1韓
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われており，一方他市町村婦学入比

の比較的高い商ξ脇もかなりみられ

る。更に女満別町・芽室町と集落

規模が増大するにつれて丁丁騨∫村

での購入比の低下がみられる反面

部落購入比の増力：iがみとめられ，

この傾向は八雲町に至って更に著

しく，殆んどの商晶が自己の町内

で購われるようになる。

　　購入先の侮｛向からみた各illぎ村

の主要依存市町村は次の通りであ

る。

　　鶴　居　村一釧路肩1∫・わずか

　　　　　　　　に標茶lll∫

　　秩父別村一深川町培！｛田町・

　　　　　　　　早川市

　　中富良野村一一富良聾1｝町・上富

　　　　　　　　良し野町・旭川了｛∫

　　女満溺町一爽i幌市・糸i封走寮・

　　　　　　　　北見市

　　芽　室　町一帯広布

　　八　雲　町一特になし，わず

　　　　　　　　かに函館布

これは，他了1∫町村への主．要交通機

関となっている鉄道の対地別にみ

た年閥乗車人員の利用傾向からみ

られる他τ騨∫とのつながりとも一

致している（第25表）。

　　農村の「：｛常の購買イ頃向のうち

特に注目を要するものの1つとし
　　　　　　　　の　　の　　　　　　　　　　　　の　　　

て普通商店以外の行商と農協購買
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

部の利用とが挙げられる。行商を

利用する傾向は各町村ともタ・辱渇し
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第16表　町村別にみた商贔別引罎入先別利用戸数の比率（％）
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第17表 1十ljgl〒；ゴ街蝿ヨからの星巨離別（道路経1知f泣気擢巨離）にみた

購入先別・購入頻疲刷利鮒戸数の比率（6ケ町村計一％〉
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かにパン菓三等がみられる。

　　農協購買都は町村によってその充実度が異なるが，これらは全町村的な購買組糸鹸をもち，

その取扱う商畠も食料酷・1ヨ用晶雑貨・衣料品・農機具・農薬・肥耳ε斗など多岐にわたり，一般

商店にかなりの影響を与えている（第16表）。

　　この回向は1＝1二1富良野二｛寸・鶴居村に特に著るしく，30～50％の購入比を示す商晶も冤受けら

れる。これに反して女満別町・八雲町等ではこれが購入比は極めて低く，その取扱う品目もわ

すかにi顎味料など2～3のものに限られるいる。

　　次に申心からの距離別に購入先をみると，一般に品物の性格によって異なった傾向を示し

ている。　これらのうち魚・パン菓子・衣料・薬の4品目についてその傾向をみると（第17表〉，

概ね4km程度ではいずれも中心市街地での購入比率が65％以上に達しているが，距離が大き

くなるにつれてその比率は減少する。パン菓子・魚などでは8km程度になると中心市街地で

の購入比率は30％程度に下り，逆に身近かな部落・副市街地での比率が35～60％に増大する。

これに対して同じ8kmでも衣料・薬などは中心車街地での比率が45～60％と前者を上廻り，

部落での購入比率は20％程度となっている。　このようにパン菓子・魚などの中心市街地での

購入比率は4km程度以」∴になると50％以下となり，それ以上離れた住民の多くは部落・副市

街地などの近くの商店または行商などに依存していることがわかる。この傾向は薬では6km・

衣料では10km以上になると現われてくる。

　　これら4品目σ）うち特に魚・薬・衣料などは行商を利用する傾向がみられ，その購入比率

は衣料では7～8％前後，魚・薬では20％前後で，その範囲は概ね町村の全域にわたっている。

　2．購入回数

　　購入回数は集落内における住家の位躍などによっても異なるが，その全体的な傾向をみる

第18表　品躍別購入頻度刎秘1暮戸数の比率（6ケ町村計〉
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と週単位のもの・月単位のもの及

び年単位のものの3っに大きく分

けることができる（第18表）。

　　邊単位のものとしては魚・タ

バコ・パン菓子・学婿晶などが挙

げられ，　その最頻｛直は遡1～3獄

程度で，　金体の約50％がこの範

囲内に含まれている。

　　更に月単位のものとしては果

物・肉・酒・調昧料・書籍雑誌・薬

などが挙げられ，その最頻鮭は月

1～3回で約50％程度，年単位の

ものとしては下蒲普段滑・電気器

具・ゴム長靴・晴着・荒金彗勿など

が挙げられ，その最頻敏は年1～2

園で下蒼普段着を1徐き65～85％

がこの範囲内に含まれている。
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第7図

　　8ユ2　　　　　 ユ．　2　　 345　回

　　　1　2　34
　　　　　　月　　　　　週

品目別にみた購入頻度別：利f9戸数4）

比率の累積（6ケ町村計）

　　以上の購入頻度について購入先との関係をみると，当然のことながら一澱に購入回数が／l鑑

ね遡単位に属する躍屑にあっては部落・1刮市街地での購入比率が高く30％以上にも及んでい

るが，その隅数が月単位のものと少なくなるに従って部落・1｛訓∫街地での購入比率は低下し，

逆に中心了1∫街地での購入上ヒ率が醐くなる傾向がみられる。更に購入回数が年単位のものになる

と他Tl∫町での購入比率が比較的高くなり10～20％程度みられるようになる。

　　次に購入頻度と中’こ・布街地からの距離別にみた購入先との関係をみると，購入園数が殆ん

ど週単位の範鱒に属する魚・パン菓子などでは4km以上離れると中心市街地での購入比率が

50％以下に減少している。この傾向は月単位の範罐に属する薬では6km・年単位に！薦する衣

料では10km以上になると現われており，購入頻度に応じてその購貿［雨域にも差異のみられる

ことがわかる。

　　購入頻度に対する距離的な影響をみると，頻度の高いものでは一般にその影響が強くみら

れ，［｛＝1心市街地からの踵離に從って週単位ら月単位へと下溺ぼ｛向にあるが，距離が8km以上

になると身近かな施設または行商などの利用によって距離的な影響はあまりみられなくなる。

これに反して比較的頻度の少ない薬・衣料などでは距離的な影響は殆んどみられず，概ね全町

村的に平均した頻度を示す傾向がある。

　3．利　用　圏

　　一般に購買施設の利用圏は集落の拡がり・戸口の密度などによって異なり，また同一一町村
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内においても蔚聖別に差異が認められる。これらのうち比較的購入頻度の高いパン菓予・魚及

び頻度の低い薬・衣料についてそれらの利用二二をみれば次の通りである（第19表）。

　　中心市街地の購買施設についてみると一般にその利用膣は町村の全圭域に及んでいるが，利

用者の80％が含まれる圏域（中心市街地からの距離）をみると水田農村では4～5km・畑作及

び酪農村では6～9kmと大きくなっている。また部落中心及び翻市街ではこの値は水田農村

2km・畑作農村3～4km・酪農村4～9　kmと段階的に拡がっており，一閃に密度が低く集落規

模が大きくなるに従ってその利用圏域も拡大する傾向がみられる。これを更に品目別にみると

魚・パン・菓子・薬・衣料の順に購入三度が低くなるにつれて利用圏域は一般に拡がる傾向が

認められる。

　　　　　　　　第19表　対地朋・距離別にみた利腿簡…各申心からの道路経由

　　　　　　　　　　　　　距離溺にみた利用戸数累積比率（％）

舗か・磁・・m・：・・345：6789一・2　13　1・　ls　1　！6　17　1・・92・1・・
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び…農、　薬　i28　SO　70859310
11i村i謄灘・i3358・893…
箆露芦’．蕉…齟渇�閧P；…諭．函而．．．．

　；　．パン・菓子　3652688288　92959798　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99100
　…興：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　エ　

　…水　　魚
…・いン・好

中…農　　薬
　｛2村下着・普段着
心レー…．…鳥…一tt－tt．．．

　…畑；　　　黒

詑・iパン・好

　i幽　　薬
街i竺i』墜1鰍㌔．

地！酪。∴子

　i農
　1　　　　薬
｛村穣．緻ぎ

36　54　66

31　50　65

29　44　58

2tl　，17　57

8e　90　96　99．　100

80　87　94　97　9｛　IOO
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37　41　48　58　67　72

33　37　43　52　60　66

42　61）　65　70　76　81

40　58　6！　66　7．？．，　77

39．　56　59　62・　69．　75

38　46　t19　54　59　64
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76　8e

71　76
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　　全町村的な購買／頃向を第8図・第9麟によってみると，パン・菓子などでは部落的なまと

まりをもった利用圏が顕著にみられるのに対して衣料などでは町村の全域が中心市街地の利用

［翻に属し，前者に較べると部落的な利用【弱は明瞭に認められず，むしろより施設の充実した隣

接市町村への指向性が強くみられる。

　　部落中心及び高1劇∫街地の利用閥に共通な傾向としていえることは，これらの關域は共に同

心門的な拡がりをもたずより高次の購買施設のある中心と反対の方向へ大きく片寄つた拡がり

を示すことであって，これは施設の充実度と交遜関係等種々の巨i的で出かける頻度が高いこと

などによる求心性の影響に基づくものと考えられる。

　　この利用傾向は一一般に購買1†1心・の施設の充実度によってその圏域に段階的な差異のあるこ

とを示し，部落申心的な規模のもので殆んど連たん戸数がみられずその購買施設も1または2

程度の雑貨店及び提協支所購買部などによって構成されている場合には利回閉域は最大3～4

kmとなっており，下辺都に位置する購箋一能設の主な取扱い対象であるrl罵食料晶雑貨のうち

パソ・菓子についてその利用【輩内芦数を算定すれば大体50～120戸程度となる。

　　畑作・酪農村など1こみられる副市街地のように20～50戸程度の連たん脚数をもち，　その

購買施設も農1筋支所購買部のほかに3～10程度の佃入商店などによって市街地が構成されてい

る場合には利用騰域は最ブ〈　6～8km位迄の拡がり；を示しており，その利用園内戸数はパン・菓

子についてみると概ね160～250芦程度になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　§5　慰楽関係施設

　　農村における広い意味での慰楽は全体巽i勺な傾向をもつものと催入的な傾向をもつものとに

大きくわけることができる。例えば前者には祭・盆踊りなどが挙げられるが，これらは農事と

も関連し，年巾行葛の1つとして時期的な制約が強くみられるのに対して，後者には映薩やパ

チンコなど物入的な要求に基づくものが挙げられ，従って時期的な制約をあまり受けないもの

が多い。

　　農村においては慰楽は一般に全体的傾向が強く，その単位も部落的なもの・全町村的なも

のというように段階的な規模が認められ，現在町村全域に広く立地する神祉・寺・小学校など

はそれらの催しに際して中心的役割を果しているものが多い。

　1，神社・寺・小学校

　　まず祭（第10隠Dについてみるに，中心了1∫街地に位置する神教の祭は全町柿覧罪な規模をも

つて行なわれるが，岡辺部のそれらは，それぞれの神社を中心に2～3km程度の部落的圏域を

もつて行なわれるのが一般である。

　　盆踊り（第11隠Dには，：金呵村的規模のものはみられない。その単位は一般に祭より小さい

が，小皆校の校庭・社寺の境内など種々の広場を利用して町村全域に互り各地区で同時的に行

なわれる場合が多い。　この盆踊りが行なわれる場所を町村別こみると（第20表），中心事街地
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第8図　利　用　圏

パン・菓子の場合

第20表　対地別にみた盆踊りをする場所の割合（％）

　　　　・〉

””

．　．s．．7”’1”

秩父別村
中富良野二

女満別町
芽　室　町

鶴　居　村

八　雲　町

中心市街地 部落または副巾街地

学　寺

　　神

校　　社

12　27

1

3

56　3

駅

前

34

1

十は
字個
路人
ま宅
た前

　3

20

36

12・

　6

そ

の

他

1

14ee

1

学　寺

　　神

校　社

22　36
38

34　2
62　4
77

21　2

会集　＋は　そ

館会歓の
及所　ま宅

び前　た前　他

6

！4

4　12
3　！0

1

5“；：一

18－re

合

計

（％）

100

100

100

100

！00

100

備 考

ce

_協裏
葵郵便局前

暑駅　前　17％
集乳所前1％



33 dヒ“1毎道農…村の集落構成

　■　中富良野村　　一水閏一　　　　　　　　　　　　　3．鶴　居

　　　　ギ＼．1轡　　1／．

・弊

　x

村　一酪農一

＼．斗、

懲饗蘇
黙

鱗

117

叙　’1、

　蜜　　　　　　　，㍉
　磁　　　　　　　’　　　　も

麟獣績二｛亀

鵜〉｛脚
　　　　．摂，・　　　　へ
日，1　 N　／／∵・・　　　》

辮1，＼ノ
　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　ド
’　　　葦・・，㌔　’　〆

　　　　ズ　　　　ちり　　　　　　じ

、．　　　　郵蹄顔　、．　！　　　　．‘

第9図　利　用　圏

衣料の場合

では一般に十字路などの集り易い適当な広場を利用するものが多く，その他の例として中富良

野村の駅前広場（34％）・秩父別村の社寺の境内（27％）・八雲町の学校運動場などが挙げられる。

部落では学校を利用する傾向がみられ，芽室町では62％・鶴居村では77％に達している、そ

の他会館・集会所前を利用するものが女満別町では14％，社寺の境内を利用するものが秩父別

村では36％もみられる。

　　以上のほか慰楽の乏しい農村においては小学校の学芸会・運動会などが青年団・婦人会な

どをも含めた部落的な規模の年中行事の1つとして慰楽にかなりの役割を果していることが知

られる。

　　映画についても，中心市街地などに立地する常設館を利用する個人的なもののほかに部落
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第10図　利　用　圏

祭　の　場合

の小学校などを利用して時折り映画会などが催されている。単に映画のみに限らず一般にこの

ような催し物に対して，農村においては部落的な単位で家族ぐるみ観賞する場合が多く，個人

的よりも全体的な傾向が強くみられる。

　2．映画館・飲食店・喫茶店・酒場及びパチンコ店

　　一般に300戸程度以上の連たん戸数をもつた市街地には映面の常設館が少なくとも1館み

られ，更にパソチソコ店や明確に分化していないが喫茶・バー・カフエt一一・などの性格を帯びた

施設の立地が見受けられるぎ

柴北大工学部研究報告，第23号，北海道農村の集落構成一主として施設の面からの調査研究．一一，46頁，第1

　表参照．
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第11図　利　用，圏

盆踊りの場合

　　映画館・飲食店・喫茶店・酒場・パチンコ店について部落の人々の主な利用先の比率をみ

ると第21表の如くなる。全体的に，概ね三面館の利用が各町村とも60～75％程度を占めてお

り，現在慰楽のうち：最も一般的なものとして映画が広く滲透していることが窺われる。次いで

飲食店の利用が15～30％に達してをり，喫茶店・酒場・パチンコ店などは僅か5％程度とな

っている。

　　これを部落・中心市街地及びその他の市町村別にみると傑22表），部落中心及び副市街

地での慰楽としては映画が主なもので，周辺部における唯一の慰楽として全体の84％を占め，

その他は殆んどこの種の施設の立地もみられないままに飲食店の12％がこれに次いでいる。

中心市街地での映画館の利用は69％，飲食店は20％，酒場・パチンコ店などは僅かに3～4％に
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第21蓑　慰楽関係施設について町村別・対地別にみた利用先の比率／％1
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過ぎない。隣接了1了町村での利馬は映醐｝l！llの62％に対して飲食店が27％とたかまり，これによ

っても周辺町村から丁々の集まるより大きな事街地では映頑i館と共に食事など飲食店を利1＝刑す

る場合が比較的多いことが知られる。

　　次に個々の施設について対地別にその利用先比率をみると（第22表），映画に関しては部

落1＝l」心及び翻市街地の利用が15％・中’こ・市街地が45％で大田60％が自己町村内の施設を利回

しており，近くの市町村では28％・その弛の町村では12％となっている。更に喫茶店につい

てみると1†1心市街地では36％であるが，近くの市町村では44％・その他の市町村では20％と

なっており，60％以上もより充実したイ麟鋼∫の施設を利用していることがわかる。これに対し

て酒場は由町村内での施設の利用が63％となっており，　家が近いなどの安心感も手伝ってか

なじみのある身近かな施設を利用する傾向が強くみられる。

　　これらの慰楽関係施設金体についての傾向をみるに（第21表），住民の自誓村内における

施設の利用は鶴居村・八雲町を除いた4ケ町村においてはいずれも全体の50％程度となって

いる。他了鱒∫村での施設の利用傾向は，八雲町では函館市及び長万部町の施設を15％程度利用
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するに過ぎないが，秩父別村では深川町の

それを32％利心し，中富炎野村では富良

野町・上富良野flij’34％・堀川市14％に及

び，女満溺町では美幌町22％・北見Tll∫及び

網走事26％とその利用先も3市にわたっ

ている。なお芽室町では帯広了ll了の施設利矯

が46％と大きな比率を示し，　特に鶴居村

では釧路市のそれが76％にも達して，利

用し得るこの種の施設が殆んど村内にみら

れない事実を如実に物語っている。

　　このような施設利用にみられる農村の

他市町への仏：存傾向は単に慰楽関係施設の

みでなく購買施設などの壷掘傾向にも兇受

けられる。一般に他の日賦嘱すへ出かける場

合は1つの施設だけでなく同時に各種の面

出22表 慰楽関係施設について対地別及び施設圃
にみた利朋先の比率（6ケ町村計一一％）
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設を利用することが考えられるが，このような種々の回的を含めた他騨H∫村への入の動きは，

その町村の当該市町村への全体的な依存傾向を反映するものと見倣すことができよう。また慰

楽・購買などの施設利縮にみられるこれらの傾向は町村外への主要交通機関である鉄道の対地

別にみた誤聞乗華入員比率に現われた利用傾向からも肯温し得るであろう（第25表）。

　　一般に近年交通事情の改懇と他方農作業及び生活の合理化に伴う余i｝殴の出現によって農村

における慰楽は部落遅霜縮約傾向のものからrl’］心市街地及びより大きな他市町村における個人

的な傾陶の強い慰楽へと移行し，その内容と範囲も徐々に拡がりと多様化への傾向を遮りつつ

あることが認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　§6　交還・通信関係施設

　交通関係施設

　　交逓関係施設は町村内と町村外のものとに：分けられる。町村内のものには自転車・バイク・

矯草・馬そり・バス，町村外へのものとしてはバス・汽車などがその主なものである。一般に

これらの利用傾向は夏冬・男女別更に利用の阿山及び距離などによって異なることが考えられ

るが，本項では部落中心及び冨制了街地・定心τiぎ街地・近くの寮町1ご寸・その他の市町村などの対

地劉にみた餓かける主な方法についてのみ記す。

　1．部落：中心及び副市街地

　　調査対象6ケ町村における部落中心及び副帯街地から最寄りの部落中心及び認市街地迄の

語路経由距離をみると，部落中心では平1句6km・副了1了街地では平均12　kmとなっており，周

辺部などの特殊なケースを除くと一般に各戸からこれらの中心迄の距離1ま大体6km程度以内
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第23表　町村腿，対地別にみた出かける主な方法の割合（成人男女計一％）
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と見倣すことができる。このような範囲内での短距離交通については各町村間に顕著な差異は

認められず殆んどが徒歩または自転車・バイクによるものであるが，冬は各町村とも徒歩利用

が60～90％程度に及んでおり，その他に馬そりの利用も目立ち，芽室町などでは36％にも達

している（第23表）。

　　6ケ町村についての全体的な傾向をみるに（第5表），夏は男は徒歩20％・自転車・バイク

70％・馬車14％程度の割含であり，女は徒歩によるものが多く56％にも達しているが，

車などを利馬するものも40％近くみられ，　集落内における主要な交通手段として自転車・バ

イクがいかに普及しているかが窺われる。この傾向は小・中学生の通学にもみられ，都市のそ

れに較べ利駕率はかなり高いものと思われる。これに反して積雪期になると自転車・バイクの
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利用は殆んどみられず，　これに代って徒歩によるものが努54％・：女79％程度に埣｝加し，これ

と共に馬そりの利園もそれぞれ33％・15％と増加する。　この範囲は概ね徒歩・自転車協iと見

倣すことができよう。

　2．中心市街地

　　中心市街地へ出かける主な方法についてみると，一一般に町村域の拡がりに応じて：差異が認

められる。秩父別村のように概ね1‡1心より6km程度の村域をもつものではその殆んどが徒歩

及び白転車・バイクによるもので，パスの利用は僅か5％に過ぎない。夏は自転車・バイクの

利用が70％以上に及ぶが，冬は逆に徒歩が70％以上に達する。また馬車・馬そりの利酒は夏

3％から冬15％に増加する。　申富良野．1寸では1憂は自転車の利／：・1誓が60％近いが，冬は徒歩がこ

れに代って60％程度となり，バスの利網も夏13％から冬20％へと蟻評し，バスの利用可能

な三斜内の佐民の多くが冬になると白痢軍・バイクなどの代りにバスを利堀することが知られ

る。女満鋼町のように戸／：li分布の90％が9km程度の籍囲に舎まれているものでは，夏は跨1転

車の利用も47％と前2者に較べて少なく，これに代ってバス利用が22％と大きくなっている。

冬は徒歩36％・馬そり26％・バス30％と夏よりも一般に増加する。芽室町・鶴居1｝・寸・八雲町

のように芦別分布が最大21kmにも及ぶ町村域のものではバス・汽車などの利用もかなりみら

れ，これらの利用は冬になると一般に為まる傾向を示し，芽室町ではバス66％・鶴居村で愉i弛

道29％・八雲lil∫では汽軍48％に達している。馬車・編そりの利用も大体興じ傾向で夏6～8％

から冬10～エ6％程度に増加する（第23表〉。

　　以上町村内の交遜関係について中心甫街地からの距離別に6グ町村の全体的な傾向をみれ

ば次の逓りである（第24表〉。

　　徒歩は距離と共に減少し，男よりも女・夏よりも冬に多い。6km程度では夏は男紛％・

女30％，冬は男34％・：女48％と増加し，12km程度では夏は男女共5～6％程度に減少する

が，冬は15％狸度もこれによっている。

　　自転車・バイクα）利粥は6km程度までは男70％・女32～40％と夏の交通機関の大半を占

めてい’驍ｪ，冬は積雪のため男10～15％・女2～6％程度利用されているに過ぎない。これが

更に6km以上になると距離と共に減少する傾向を示し，12　kmになると夏は男33％・女20％

程度の利用を示すが，冬は男女共僅か数％に止まるようになる。

　　バス・汽壌の利粥はi】1巨離と共に増大し，12km程度になると夏は男50％・女70％，冬は

男59％・女73％と増加し，これ以jl二の距離になると殆んどがバス・汽車の利矯となる。

　　馬車・馬そりの利周は中心市柔ll∫地からの距離にはあまり関係なく一般に女よりも男に多い

が，宴よりも冬になると出荷・出乳の目的だけでなくiヨ當の交通機関としても利／・Hされ，男

30％・女15％以上にも達するのがみられる。

　　一般に6km程度までは夏は徒歩・自転単の利周が盆1三で，この範囲内では解離と共に徒歩

は減少し懲転車・バイクの利用が増加する傾向がみられるが，冬は殆んど自転車・バイクに代
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「1：1，〔｝葎琢衙圭血よりの昆巨1誰男鐸にみた1島力試ナる聲三な方法0う害旺禽（6ケ揖」諸寸言トー一％）
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り徒歩・馬そりが

主となる。それ故

この圏内は概ね徒

歩または自転車麟

ということができ

よう。部落中心及

び副甫街地などの

影響圏や秩父別村

の村域などはこの

範蒔に属する。6

km以上になると

バス・汽車などの

利用が顕著になり，

それは距離と共に

増加して！2km以

上になると60％

以上にも達する。

一塁に集落内での

謝市街地の発生は

このあたりの跨1離

にみられt÷，　この

ような巾心に対す

る近くの住罠の日

常生活の爾での依

存関係が肯曽され

魂海道農村の集落構成
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る。これ以上の距離になると殆んどがパス・汽箪を利用するようになり，冬期はその利用も一

般に増加する傾向を示す。

　3．近く及びその他の市町村

　　住民の町村外への動きについては隣接丁’1’i町村との立地関係及び交通機関の発達の程度など

によってかなりの網異がみられる。6ケ町村の全体的な傾向をみるに（第23表），隣接の鋼珪f村

に対しては自転車・バイクの利用が僅かにみられるが，冬では殆んど姿を消しバス・汽車の利

用がその主なものとなる。立地条件にもよろうが，中富良野村から窪1良野・上富良野町，芽室

曇　北海道農村の集落構成・一主として施設の面からの調奄研究一44頁，第1表，北大丁：学部研究報告，第23

　号．
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町から惜広市へのように身近かな所から直接的に利用し得るバスが汽車利用を上廻っていると

ころもある。これ以上離れたその他の市町村に対しては汽車の利用が主で夏冬の差は殆んどみ

られない。

　　一般に様々な青黛をもつた他市町村への人の動きはその対象となる市町村への文化的・経

済的な種々の纈における全体酌な依存傾向を反映しているものと見倣すことができよう。

　　以上の傾向に関しては町村外への主要な交通機関の1つとしてバスによる入の動きも取挙

げなければならないが，ここではもう1つの主要興言機関である鉄道の主要駅別にみた年間乗

車人員圭ヒ率（第25表知こついて回す。

　　中心市街地350戸程度の規模の秩父別村では隣接の深川町への比率が44％で最も高く沼

田町への17％がこれに次ぎ，駅闇距離約9kmはなれた主要市街連たん戸数2ρ00戸程度の深

川町に大きく依存していることが窺われる。

第25表　主　・要　駅　甥　年

iilJ’

村

名

秩　父　燐　村

lkmL一　．．一．．．（ム塵）i（多し．

町

村

名

、申．富．．卑野．封．．．．一．．一．…一．．［

1…麟r錨

＿（野辺．（芦〉，（人∠隻＞1（望）1

町
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　　…課鯛…・
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　　沼　　田｛

　　深　州1
10　1〈m　1／

　　　’i’

0　358…　　　　女満溺…　0
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　　駅
　　閥
　　の
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5：一 @1・726；L4富良野！
5・6803；21ゆ！9i圭6・91上富良野1
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　　秩父別村と岡じ程度の市そ匪車地規模をもつ中富良野村では寓良野町へ36％，上冨良野町・旭

／l｛市へそれぞれ16％程度みられ，駅間距離約8kmはなれた主要市街連たん戸数1，700戸程度

の富災野町に密接なつながりをもっていることがわかる。

　　中心市街地連たん芦数600戸程度の女満別ils∫では網走市25％・美幌町21％及び北見市

12％が主なもので，位讃的関係からもこれら3市町にわたって広く依存していることが肯首さ

れる。

　　更に巾心市街連たん戸数1，000戸程度の芽室町では隣接する帯広寮に64％と大きく依存し

ており，中心市街地が2，000戸程度の規模をもつ八雲町では特定の市町村への．依存はみられず

僅かに函館帝への9％がみられるに過ぎない。

　　以上の傾向から一般に八雲町・富良野ilI∫などのように連たん戸数2，000芦程度の規模の市

街地になると地域中心的な色彩を帯びてくるが，300戸程度以下の了｛∫街地ではより充実した近

　　　　　乗　　　　人　員　銘　率　（昭和3！年〉

…蕊1「…「．㎝一苑苧ｫ「…可罫細ll「下…1八雲一庸．
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繭・・789……御心…i・1・「．1・・…．㎝．蜘「5．6i一薫　蕨…漉ド・・邸11

轡．．lllr21…．　r望：轡．［ZI；騨332，…璽1顎凹…．．．

／／，，：’：，：1［1iis’rg，；ll．．i；［；，：111’’”＄IITi．．，ilIii．／ltl’il’1’ii’／ll’．ii7il・／6’／i．．．il．，illlioli’／li，．，／1il！i’／／11X．i．i．r」fii’i－i：／11’4il’li．，，．．：．i’lllli，11／；lf・i／liiii，i／ll！
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接市町村に対して1尋常生活の酒ではむしろその副市街地的な傾洵をもつものであることが知ら

れる，

　通信関係施設

　　通信関係としては有線放送・農村公衆電話・郵便・電報栓琶1話などが挙げられるが，本項

では主に町村内での逓信施設として最近著るしく普及をみた有線放送及び郵便と電謡の利用に

ついて記す。

　1．有線放送施設

　　この施設は戦時中ラジオの共同聴取に端を発し，当初は電灯のない地域やラジオをもたな

い家庭でもスピーカだけで放送が聞ける程度のものであったが，現在はその内容も機能も充実

整備されて，ラジオの共問聴取などの文化的な漸のみでなく公共的な有線電話としての逓信施

設の性格をも併せもつようになってきている。従来行なわれてきた役場などからの文書による

事務連絡・部落内の連絡や農事実行組合の運営などについての回覧板式の通達に代るものとし

て集落内でのコムミュニケーションに大きな役割を果している。

　　使われ方の具体例として芽案町についてその組織と内容をみれば次の通りである。

　　役場内に設けられている中央送信所より全町を4闘路に分け，常蒔ラジオの中継または独

自の番組放送を・行なっている。支部中継所は26ケ所・送信所は15ケ所あって，これらは一般

に部落会長宅・農協支所・学校などの部落の中心的な位置に設けられており，ここから必要に

応じて部落内だけの通信・連絡のための独自の放送もできるようになっている。番組はNHK：

放送の中から教育的かつ文化の向上に必要な番組を中心に特に農家向放送・u一カル放送に重

点を置き，これに娯楽番組と主に農産物価格などに関する定時の告知と広告放送等を加えて編

成している。　その他毎週土曜［ヨ午後7時30分より定期放送・ロ・・一カルトピソクスとして会員

が最透特に関心をもつている事柄を録音構成している。

　　このような施設の普及は従来までの農村に対する概念を一変せしめるもので，集落内にお

ける通信連絡の点では現在むしろ都帯のそれよりも硬利な状態におかれているとさえいえる程

である。

　2．郵便及び電話

　　郵便を出す方法についてみるに（簾26表），中心市街地居住者では各町村ともポストを直

接的に利用する者が殆んどで登校する児童にたのむ者は僅か数％に過ぎないが，部落居住者に

あっては近くのポストを利用するものは戸口密度の比較的高い秩父別村・中富良野村で50％近

く，その他の町村では30％程度で，登校する児童にたのむ老が各町村とも40～50％程度みら

れる。この他に配達入にたのむものも相当みられ，女満別町では24％・芽室町では31％にも

及んでいる。一般に戸口密度が低くなるにつれてボス1の直接的利用が少なくなり，配達入や

登校する児童を利用するものが増加する傾向がみられる。

　　電話の利用について対地別にみた特定11ヨの発着信状況を秩父別村・中審良野村及び八雲
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第26衰　町村別にみナニi璃硬を出す主な方法の割合（％〉
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　　　10　　　！00　　　29　　　17

　　　9　　　1．00　　　3〔｝　　　／7

　　コ登供1
校に
すた
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ユoo
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備
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　　　　　　　街街の布
　　　　　　心地
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7　t一　12

9　t一　17

16　一一　21

16　A・　21

ユ3　　～　22
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1
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：一s

4

1
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部建国

　了ff

落懸∫

・地
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9

17

町についてみれば，秩父別村で

は深／l国∫に対して全体の約42％

と大きな比率を示し，沼田町の

11％の他は僅か数％に満たな

い。中富良野村では富良il；｝町に

33％・上富浦野町fに17％，：更に

旭川市に癒して25％となって

いる。八雲町では僅かに函館市

への16％のほか特定丁｛ゴ町村へ

の集中はみられない（第27表）。

　　以上の纈i角は鉄道の利用な

どにもみられる現象で（節25表），

町村聞の機能的なつながりは人

　　　　1’

である。

第27褒 対鏑別にみた17寺定1i三iの電話発窄fξ儒

状況（％・｝i轟桶i32年4月）

距　　離

10km以内

50　km以内

50k！11以」二

　計（％1

秩父別闘

乱　日ヨ　町　　11

深　川　［獲」畠　42

中富良野村

富良野町　　33

．」二1，1亨王進墾多田∫　　17

八　雲　il【∫

1」．1　　越　　5

野　獅　（一i．三　10

妹背牛町　　4

Jl旦月1丁i．f　5 ハ旦　Jli　諦∫　　25

木Ll兜｝i．f　6

そ　の他　　32

札幌　市　　4

そ　の他　21

1eo 100

黒　　岩　　8

・長茨ゴ甜～田．r　8

森　　町　　8

函　館　市　　1§

札　幌　市　　8

そ　の他　37

100

　　　　　　　　　　　　　　　　注　　ゴシックは最大傭を示す

の動きの他に電話などの通信連絡の面からも同様な傾向を謡えることができることを示すもの

　　なお本項ではふれていないが，無電話部落を対象にその中心的位鷺に設i置が進められてき

ている麗村公衆電話も主要な逆信施設として注臼されねばならない。一般に散居性に基づく必

然的な欠陥として北海道の農村の生活向上を大きく罷んできていた交通・通儒における一路は

現在有線放送・パスル■一・・一トの開設・集乳ルt・一一トなどをも兼ねた冬期間の交通確保・rd　一一トバイ

三輪車などの交通手段の発達によって漸次解消されつつあり，閉ざされ勝ちであった北方農村

の生活に明るいきざしを見出すことができるようになったことは宮：ぶべきことといわなければ

ならない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Iv．　　括

　　以上調査文寸々6ケ町村について集落内の施設の立地傾向と利用する住民の動きからみた部

落衆心・翻市街地及びi，li］心市街地の機能とその地域的な構成を要約すれば次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　§1　部落中心及び副市街地

　　部落中心及び副市街地は一般に「喘の一次的要求に基づいた単純な機能の構成をもつてお

り，住民の出かける欝的からみると殆んどが出荷・購買・慰楽1こ限られている。これらの中心

はまた集落内の出荷単位の中心として大きな役割をもつており，そこでの購買は週月単位の高

い頻度をもち，選択性などのあまり重要視されない下用食料焔雑貨がその主な対象となってい

　　　　　　　　がる。小・巾学校の多くは単級複式のもので，殆んどがこれら中心に位置し，有線放送の設備を

もつものが多い。有線放送・農村公衆電話などの酉臓構成もまたこれらの中心が集落内通信関

係の構成単位ともなっていることを示している。なお，これらの中心に関連のある慰楽的な葡

として部落的なスケールをもつた小学校での催しもの・盆踊り・部落神社の祭などが挙げられ

る。尾上の催しものなどに関連して部落中心などに必要な機能としての広場の問題がある。現

在盆踊りなどを行なう場所は農村にあっては一般に学校の校庭・寺・神祉の境内・集会所及び

会館の前庭・駅前広場・十字蹟許などの身近かな広場が趨宜利胴されており，その脚或は半径

2km程度の部落的なスケールで全町村民に広く分布している。このような広場は単に盆踊り

だけでなく子供の遊び場や公園・遊熱地をも兼ねた部落住民の「1常生活におけるコムミュニケ

ーションの中心として，自然発生的ではなく意識的に部落の公共諸施設をも含めた機能の中心

的な位置に計画されるべき性質のものであろう。

　　以上のほかこれら巾心に必要な施設として季節保育所が挙げられる。農繁期にこの種施設

の開設が田跡寸によっては2～3みられるが，　それも位置的に恵まれた少数のものを除き殆んど

利用の困難なのが実情である。託児施設はその性格上身近かに設けられることが特に望まれる

ものである。農閑期にはその必要性も薄くなることが考えられるが，農村ではこの期間を講

習・習いものなどの場として有効に活用されるような機能をもつた施設として少なくとも部落

中心単位に設置せらるべきものであろう。このように現在個々に散在して不充分な設備しか持

ち合わせていない施設・必要ではあるが単独では成り立ち難い施設など，これらが持つ生活に

密着した様々な機能が統合されて完備したフレキシビジティに富んだ1つの建物の中で充分に

果されるような方向にその解決が求められねばならない臆度がわれわれの農村では多々考えら

れるのではなかろうか。

　　一般に各巾心の位置と規模及び施設などによってそれぞれの利用圏域には差異が認められ

る。購賃圏域についてみると連たん戸数の殆んどみられない部落中心では最大3～4km，20～

50戸程度の連たん戸数をもつ副市街地では最大6～8kmとなっている。　出荷圏域は概ね副市
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仙地単位のスケールをもつており，盆踊り・祭りなどではその鮪囲は3km騨及となっている。

これを小学校についてみると，児∫r・の80％か台まれる1廼坂は水田農村3km・畑台艇村4km・

酪辰村6kmとなっている。寒冷積雪などの白然条”1と通学力法などを・皆慮すると，現杁での

望ましい［嘉晦くは最大4kn1程度と見倣可へきであろう。この小学校の圏域は遜学単イ、乞としてた

けでなく，特に周辺部における小・中学校か部落住民の集会の場・講習の場・映幽・盆踊り

などA醜行コ1的な慰楽の場として利用されており，地域住民の口當生活に密払な関連をもつ点

などから考えても，この位躍とIJ域とはコムミュニティの計漁単位としての小学校・を中心とし

た職蜂住区の観念に対して重要な意味をもつものであることか指抽されるであろう。

　　医㌧漉設は現在1弔落・副市街地にはタ台んどみられないが，遡玩・応診及ひ冬期の悪条・klを

考慮アると利用名側からの甲ましい騨或は最大4krn智度であり，経営的には問題もあろうか

農村での病気予防・㌧…期発見・対策なども含めた健康面理及ひ囚民皆保i彰ミの問題などを考える

と，少なくとも1酬∫街地的な剃、乞で立地することか強く望まれる。

　　以⊥の利；，Ej　15について距離別にその戸口分布をみると，部落中心より3kmのlo｛内に舎ま

れる戸奴の事均／i［［iは水田123戸・畑作64戸・西各農45戸となり，それぞれの機能別の利用［」を

総合して．6えられる影管属国の戸数は概ね部落中心では50～120戸・副Ti∫街地ては200戸程皮

と見激すことができる。

　　’1寸近住民の部浩中心及ひ副ik“　tlJ地へlliかける主なノ∫法についてみるに，疑は征歩または白

　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　＼拶　　＼．ケ燃油．

燃
ノ・＼

／

　　　　代＼

’7鞭ヒ6Kピへ気
　　　　　　　　　　　￥　’1

母野幹糠路

　　　　一ぐ　　　　　　　”’
唄　　　　　　　　　〆

／

／
一
／

＼一一

　　　／／

　1←一一一訟＼

／1

1！㍉1㌧ぐ藷
　　　＼＼＼∴副鞭難．

　　　　’懸ノノ

　　　　　　　　xx
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的な中心であると今時に，規模によって機能の充実度に差異はみられるが，…般に経済・教育・

医療・慰楽・交通など町村内生活活動。）機能的な中心をなすものであり，更に近隣市町村との

関連において形成される地域社会の構成単位としての核をなすものである。

　　従ってその利用幽域は一般に全町村にi，つたり，そこへ出かける目的からみても機能の多様

盤が窺われる。購買についてみると，日常身近かな生活必需品の場合もその利用瞼域は一般に

部落・謝布街地のそれよりも大きく，特に頻度の低い選択性の重要視されるような商品にあっ

ては町村全域に及んでいる。その他経済・教育・医療・慰楽など公共的な性格をもつた施設の

立地とその利用傾向からみても，その影響醐は殆んど町村全域にわたっていることが知られる。

尤も比較的規模の小さな市街地では’勧1丁町への指向が大きくみられる場合もあり，また公衆浴

場のようにその利用が殆んど市街地居住者に限られているものもあるが，紳祉の祭の範囲など

からみても中心市街地に立地する施設の多くは全町村的な傾向が強くみられる。

　　各種機能から総合的にみた影響圏内の芦数を概観すると，鶴居村の中心市街地のように

100戸程度の市街地では地形的な関係から実質的な利用戸数は全村の約半数400戸程度であり，

秩父別村・中富良野村のように連担戸数350戸程度のi’i’f街地では1，200～1，700戸，芽室町のそ

れのように1，000戸程度のものでは3，000戸，　八雲町のように2，000戸程度の規模になると

4，000戸以上となっている。連たん戸数20～50戸程度の副市街地に対する200戸程度の影響悶

内戸数をもあわせ考えると，一般に影響圏内戸数は市街地規模に従って段階的に増即する傾向

があるということができる。

　　出かける方法についてみると，中心市街地から6km以内では夏は徒歩・自転車・バイク

冬は徒歩・馬そりの利摺が60％以上に達しており，部落中心及び副市街地の利用腿と同じく

概ねこの範囲は徒歩・自転車圏と見倣すことができる。水田農村秩父別村などは大体この範囲

に含まれている。更にこれ以上離れると多くはパス・汽車などによって中心了｛了街地に結ばれる

ようになり，夏は12km・冬は！0　km程度になるとその利用が60％以上に達する。

　　出かける懸数からみると殆んどが週または月単位のつながりをもっており，その最頻値は

月1～3回程度となっている。一般に中心からの距離と共にその頻度は減少する傾向がみられ，

徒歩・自転車利用60％圏・6km程度の距離では殆んどが月単位であるが，これがバス・汽車

利用60％圏・12km以上になると殆んどが年数回程度に減少する。　このことは麟市街地の発

生傾向が中心市街地より12～16kmの地点に多くみられることと距離が遠くなるに従って中

心市街地に代ってこれら副市街地に対する日常生活の諸要求の依存度が高くなる事実からも肯

首せられるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　§3周辺市町村

　　凋辺市町村への交通機関は主にバス・汽車であるが，隣接市町村間のように比較的短跳離

の交運では最近バスの利用がのびてきており，それ以上離れた他市町村に対しては殆んどが汽

車によっている。出かける回数からみると大半が年数回となっているが，陶辺市町村への依存
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度は八雲町の帯街地のように地域中心都市的なものから鶴居村・秩父別村のそれの如く謝市街

地的なものに至るまで，それぞれの中心市街地の機能の充実度によって著差がみられる。この

傾向は購買・医療・慰楽などのll：1常的な諸行為及び町村外への主要交通機関である鉄道の対地

別にみた利園傾向，隣接市町村へのバス・汽車の利用などにみられる人の動き，電話などの逓

儒施設にみられる利島傾向等においても認めることができるものである。

　　一般に市街地連たん戸数が2，000戸程度以上になるとその市街地は地域1‡i心的都了i∫化の傾

向を帯びてくるが，それが300戸程度以一ドめ規模のものになると近くのより充実した市街地に

大きく依存し，文化的・経済的な爾ではむしろその副甫街地的な位羅にあるものと発倣される

ようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとがき

　　以上北海道農村のうちから経営形態及び地域性に基づき典型的な農村として秩父別村・中

富良野轡・：女満別町・芽室田∫・鶴居村及び八雲町の6ケIli∫村を選び，それらの集落構成と施設

との関達において住民の鎧｛常生活の動きを捉え，それらの在り様について考察を進めてきたが

これらの結果は今後将来の予見の上に立つた集落計画の基礎資料として発展的に展開されねば

ならない。

　　本研究の実施に載り多大の．協力を与えられた関係i馴寸の役場・教育委員会・巾学校・だ：廷業

改災相談所・瀬峰・郵便局・駅等の関係職員諸氏に深く感謝すると共に調査票の集計・整理な

ど終始多大の労を煩わした本研究室の三田礼子嬢に心からの謝意を表する。

　　この研究は文部省科学研究費の補助を受けたものである。
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